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自分にも解らなくなる丈の事さ。 J (Z 0 l 章）と答えた。 「門 J という小説の結び
にも同じような感じがあると思う。主人公の委が「本当に有り難いわね。漸くの事
春になって j と云って、晴れぐしい眉を張って J という時、主人公は「うん、しか
し又じき冬になるよ J (Z 3 章）と答えた。夏目はこのさみしさを免れる不可能性を













と考えた。 J ( 5 章）志賀は自分の感情を使って、書くのは当然だと思っていたら
しい。主人公は栄花の事を考えて、怒るようになったので、文章の材料になるかと
思った。 「彼は変に苛々して来た。そして不図其時、 「ああ、これは書く事が出来
る。」と思った。 J ( l l 章）
志賀は二つの目標がありそうである。自分自身がよく分かりたがっていた。それ
といい文学を作りたがっていた。 「暗夜行路 J からそれが把握できると思う。 「僕
は知ったが為に一層仕事に対する執着を強くする事が出来ます。それが僕にとって
唯一の血路です。其処に頼って打克つより仕方がありません。それがー掌両得の道
です。」 ( 1 章）それは人間として、志賀の目標だけれど、芸術家として、思想は
ちょっと違うと言えばいいと思う。 「暗夜行路 j の中で、謙作が芸術家の理想をは
っきり述べている。 「彼は自分のこれからやらねばならぬ仕事一人類の進むべき路




























ている人の生活などはてんから忘れていた。」 ( 8 6 章）それでも、健三は自分の事
が分かることもある。彼の姉と比八ると、 「ことによると己の方が不人情に出来て
いるのかも知れない。 j ( 8 6 章）と承認した。どうして「道草J の主人公はそのよ
うに振る舞っているのか。



















































































( l 9 章）その経験の後で、謙作は本当に妻を許したようである。直子が大山に行く
と、それが主人公の表情だけで分かつて来た。 「謙作は黙って、直子の顔を、眼で
撫でまわすように只見ている。それは直子には、未だ嘗て何人にも見た事のない、








( 9 3 章）と健三が考えた。謙作も父の感情が起こらなくても、 「直子の方はもう




( 8 5 章）二人の母にはそういう不安は全くない。直子は「乳の時聞が来て、寝なが
らそれをやっている時の様子などには如何にも落ち着きがあった。 J ( l 8 章）健三
の妻も同じようである、 「彼女はぐたぐたして手応へのない赤ん坊を手際よく抱き











もあると思う。 「門 J の主人公も同じような感じがした。 「彼自分は長く門外に作
立むべき運命をもって生まれて来たものらしかった。彼は門を通る人ではなかった
。又門を下に立ちすくんで、日の暮れるのを待つべき







思った。然し彼にはまとまった仕事は何も出来なかった。 J 「暗夜行路 J を書いた
後、志賀はほとんど小説を書くのを止めた。この本で目標を達したかも知れない。
たぶん、その後、楽しく暮らすことが出来ていたであろう。問題があれば、解くカ
があるようになったので、書く必要はなくなってしまったであろう。 「暗夜行路 J
の主人公は終わりに平気でも、すごく弱い状態で死に近く見える。作家として、志
賀の象徴になると思う。志賀は文学にも人生にも成功出来たに違いないであろう。
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